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四国横断自動車道（小松島ＩＣ～徳島東ＩＣ）調査立入説明会
の開催について

四国横断自動車道（小松島ＩＣ～徳島東ＩＣ）は、平成１８年２
月の国土開発幹線自動車道建設会議において新直轄方式により整備
される区間として決定され、国土交通省において整備を進めていま
す。

この度、小松島市の江田・中田地区及び徳島市大原地区における
調査立入に先立ち、事業の概要及び測量・調査等の立入について、
当該区間では初めてとなる説明会を下記のとおり開催致します。

記

江田地区 ： 平成１９年８月７日(火)１９：００～ 千代小学校体育館
（小松島市江田町、中田町）

大原地区 ： 平成１９年８月８日(水)１９：００～ 論田小学校体育館
（徳島市大原町）

※会場での取材は可能ですが、カメラ撮りは冒頭のみとさせていただきます。

平 成 １ ９ 年 ７ 月 ３ 日

国土交通省徳島河川国道事務所

問い合わせ先
国土交通省徳島河川国道事務所
TEL ０８８－６５４－９６２４
事 業 対 策 官 梶 久夫

かじ ひ さ お

調査第二課長 檜田 幸伸
ひのきだ ゆ き の ぶ





供用までの手順

調査説明会から、供用までの主要な手順は、以下のとおりです。

各種調査実施   地質調査、測量、水文調査（用排水）、環境調査（大気・動植物）
  、登記簿調査 etc

  各種調査を基に道路の設計を行います。

　図面で地元との設計協議を行います。

　仮幅杭の打設了解後、杭を設置し、現地で設計説明を実施します。

　数量計算書、小構造物の実施設計を行います。

　道路詳細設計に基づき幅杭を設置します。

調査立入説明会(今回)   事業の概要、各種調査の立入説明を行います。
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